
第１回部活動地域展開検討委員会（概要） 

 

日時 令和 8年 5月 11日(月) 15:00～16:30 

場所 寒河江市文化センター 第 1研修室 

 

事務局 ただいまから第１回寒河江市中学校部活動地域展開検討委員会を開会します。はじ

めに、寒河江市教育委員会、佐藤志津男教育長がご挨拶申し上げます。 

教育長 みなさん、こんにちは。皆様方には、中学校部活動や地域クラブにかかわる検討委

員をお引き受けいただき、そして、本日はお忙しい中、第１回検討委員会にご参加

いただき、ありがとうございます。 

寒河江市におきましては、部活動に関する検討委員会も５年目となります。これま

で委員の方々より、様々な面からご意見やご提案をいただき、対応してまいりまし

た。おかげさまで、部活動改革に関する関係者の理解も進み、多くの方々からご支

援やご協力をいただいており、土日を中心とする生徒の活動場所もだいぶ確保され

てきている状況です。しかしながら、部活動改革に関わっては、検討を進めれば進

めるほど、様々な新たな課題も見えてくる状況です。そもそもこの改革が始まった

要因の一つとして、少子化が進み、単独中学校ではこれまでのような部活動を維持

していくことができなくなっていくということがあったわけです。そうしたことか

らいえば、西村山地区の４町はそれぞれの町に中学校が１校ですので、広域的に展

開していかなければ、活動が成り立たなくなる状況になっていきます。ちなみに、

今年の寒河江市の中学１年生は、３校合わせて３１３名で、昨年度から４２名が減

少しています。西村山の４つの町の中学１年生は、４校合わせて２５４名となって

います。昨年度は１市４町の行政の担当者の会議も４回開催し、西村山１市４町が

連携して進めていく体制を整え、対応してきたところです。 

本日は、今年度の最初の検討委員会となりますが、部活動や地域クラブに関わるガ

イドライン等についても、ご意見をいただきたいと思います。 

これまでも申し上げましたように、部活動改革の大きなねらいは生涯にわたってス

ポーツを楽しむ生涯スポーツの充実であり、また自分の好きな芸術や文化活動を続

けていけるように環境を整えていくことだと思っています。ただし、特にスポーツ

に関しては、勝ち負けがつきものであって地域クラブでもそれぞれのクラブが何を

目指していくのか、大会で勝ち上がっていくことなのか、スポーツ自体を楽しむこ

となのか明確になっていると、生徒や保護者も選択しやすくて、どのようにスポー

ツや文化活動をやりたいのかということとうまくマッチしたところで活動していけ

るのではないかと思います。生徒が主体的に参加できるスポーツ・芸術文化活動環

境を整えていくためには、関係の各種団体や各競技団体・スポーツ少年団、芸術文

化団体、そして保護者の皆様のご理解とご協力が不可欠です。生徒のみなさん、保

護者の方々、関係する諸団体、そして教職員にとっても、よりよい新たな活動の在



り方を検討し、活動がなるべくスムーズに実施されていくよう、委員の皆様方のご

協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

事務局 協議に入る前に、委員の皆様から自己紹介をいただきたいと思います。 

 （自己紹介） 

事務局 それでは次第に沿って進めさせていただきます。設置要綱に基づき本検討委員会の

座長は教育長となります。議事の進行をお願いいたします。 

教育長 ４、報告協議です。（１）本委員会の設置要綱について事務局お願いします。 

事務局 資料の説明（本検討委員会の名称の変更） 

教育長 事務局から本検討委員会の名称の変更について提案がありました。何かご意見ご質

問等はありませんか。 

委員 地域展開ということに賛成です。第３条に１１名以内とあるが、委員の方が減った

ので１０名以内と変更してもよいのではないでしょうか。 

教育長 変更してはどうかという意見がありますが、いかがでしょうか。 

それでは、３条の１１名を１０名と訂正するということとします。 

委員 第４条の任期について確認をお願いします。 

教育長 事務局お願いします。 

事務局 委員の任期は委嘱の日から令和９年３月３１日までと訂正をお願いします。 

教育長 附則の要綱の施行についても令和８年４月１日からと遡った形での変更をお願いし

ます。では、（２）令和７年度寒河江市中学校部活動改革の経過、および成果と課

題について、事務局よりお願いします。 

事務局 （資料の説明） 

教育長 ご質問ご意見はありませんか。 

委員 成果の③で、部活動にない種目の紹介とあるが、入部前の勧誘の時に紹介している

のでしょうか。 

事務局 資料６（西村山地区内の中学生受け入れ可能地域クラブ一覧）を学校で活用してい

ただけるようにまとめてあります。新入生オリエンテーション等で使っていただけ

るようにしています。 

教育長 例えば学校にない空手とかも紹介して学校の部活動でなくても活動できるようにと

紹介しているということでいいですか。 

他に何かありませんか。 

課題はたくさんありますが、先ほど事務局からもあった地域クラブの認定制度とい

うものが国から示されて、やらざるを得ないという状況となっています。この検討

委員会は令和４年度から始まって、地域クラブを認定するかどうかということにつ

いても、これまでの委員の皆様からご意見をいただいて議論してきました。認定す

るということは、クラブのいろいろな活動、予算や活動状況などに対して責任を持

つということにもなるだろうということ。また、それらのすべてを事務局の方でチ

ェックするというのは物理的には難しいだろうということで、ガイドラインを示し

てはいくものの認定はしないという結論に一度決まっています。国の方針も最初の



ころと方向性が違ってきていると感じますが、今後は認定クラブということでやっ

ていかざるを得ないので、この件も大きい課題となっています。 

委員 成果の④⑤の指導者研修会ですが、何人ぐらい受講していたのですか。 

山口 CN １回目は１３クラブで２２名となっています。中学生を対象としたクラブが中心で

した。２回目はスポ少の関係者や保護者の方もおりましたのでかなり多かったと思

います。 

教育長 他にございませんか。 

次に（３）令和８年度寒河江市中学校部活動地域展開年間計画（案）について事務

局お願いします。 

事務局 （資料の説明） 

教育長 学校の部活動が昨年度の７月から大きく変わりましたが、実際に学校でどのような

感じで行われているのか西村山中体連会長の橘校長先生からお話しいただきたいの

ですが。 

委員 寒河江市では、昨年度は現高校１年生のチームが終わった段階から土日の活動はし

ないということで進んでいます。西村山の他の町の方も、今年度から土日は活動し

ないとなっているので、西村山の中学校では土日の活動はしていないということに

なります。土日に関しては地域のクラブ、あるいは自分が入っているクラブでの活

動という状況になっています。種目によって単独チームでは大会に出られないとい

うことで、合同チームで大会に出る種目が増えています。水泳に関して、昨年度は

東村山地区と合同で大会を行ってきましたが、今年度からは村山ブロックという形

での地区合同開催となります。大会そのものの順位はそれぞれでつけていきます

が、会場や期日、種目などは一緒に行っていく競技会となります。 

教育長 横井校長先生からもお願いします。 

委員 休日に部活動を行わないということについては、令和５年度に寒河江市内の校長先

生方から、令和７年度の新人チームから寒河江市が先行して行っていくということ

をお聞きしていました。それを受けて、西村山校長会としては段階的に進めていこ

うということで、令和６年度は月に１回土日連続した休みを設ける、令和７年度に

ついては月に２回土日連続した休みを設ける、ということで進めてきました。また

令和７年度については、令和８年度休日の部活動はしないというところに向けて、

各学校でいろいろな取り組みを行ってきました。昨年度勤めていた朝日中学校で

は、新人チームからは休日は受け皿の団体に移行する、教員は完全に任せるかサポ

ート、独自に行わない休日を設けるなどして進めてきました。 

教育長 西村山地区の動きや現状についてお話しいただきました。 

基本的には今年度から県内の全ての中学校が土日は部活動はしないという県教育委

員会からの方針が出されていたわけなので、段階的に混乱のないように進めてきた

ということだと思います。 

ただ今の件について、ご意見ご質問はありませんか。 

委員 運動の受け皿は進んできているが、文化活動について、特に吹奏楽部は、学校に楽



器があるとか、なかなか指導してくれる人が見つからないなどの課題が残っている

と思っています。 

教育長 昨年度、陵東中学校吹奏楽部も地域クラブで土日の活動等もあったかと思います

が、状況等お話しいただけますか。 

委員 本校の顧問が地域クラブから指導依頼を受けて、兼職兼業という形で申請し指導し

ていました。その教員は今年度異動したので、今後どうするのかという状況になっ

ています。人が変わったときに活動がストップしてしまうクラブではよくないと思

うので、施設面やクラブ自体を強化するとか、組織的にしっかりとしたものにして

いくということが課題なのかとも思います。また、３階にある音楽室を貸し出すと

なると、一階にある体育館の貸し出しとは違って、どのように開放してどのように

管理していくかも課題でもあります。 

教育長 吹奏楽部は大きな楽器を運ぶことも大変だったりして、なかなか土日のクラブも難

しい状況にあります。特定の人に頼るようでは持続性がなくなるということはその

通りで、大きな課題だと思います。寒河江市の新しい中学校に関しては、音楽室を

一階に設置して渡り廊下で体育館の方へ移動すれば多目的ホールがあるので、例え

ば金曜日に大きい楽器を置いておけば土日にセキュリティーが保てるところで活動

できるのではないかということも考えて設計を進めているところですが、スポーツ

系とは違った課題もあるのかと思います。 

委員 今のに関連して、例えば新しい中学校になるにあたって少子化になるので、楽器が

それぞれの中学校で少し余るという状況ができるのかと思いまして。例えば文化セ

ンターとか、ハートフルセンターとか、地域の受け皿となるクラブが活動すると決

めたところに楽器を置かせていただくことはできないでしょうか。もちろん新しい

学校の音楽室が１階にあってそこでもいいのですが、そこ以外でも活動できるよう

な場所や保管スペースとなる倉庫とかがあるといいと思いました。 

教育長 そうした場所を確保していければ、吹奏楽一つとは限らないで、例えばアンサンブ

ルみたいな感じで数人でやりたいという生徒さんもできるとか、いろいろな活動の

仕方や選択ができるというのはいいと思います。 

他に何かございませんか。 

委員 現状について聞きたいのですが、グラウンドや道具は使わなくなると荒れてくると

思うのですが、管理体制や安全管理はどのようになっていますか。 

委員 基本的には体育館やグラウンドは委員会に申請してクラブが使用するようになって

います。現状としてクラブは立ち上げたものの道具がそろわないということもある

ので、大きなものは貸し出しも行っています。 

平日については、授業や部活動で使っているのでこれまで通りの管理です。休日貸

し出した場合は、利用団体がレーキをかけるようにして管理しています。なかなか

目が届かなくなると、いろいろな施設の老朽化があったりして危険が伴ったりもす

るので、学校の施設ということで委員会と連携をしています。野球の方は陵南中学

校で活動していますし、ソフトボールも合同チームということなので、陵東中を土



日に使うことはほとんどありません。 

教育長 それでは続けて、中学校部活動改革ロードマップについて事務局よろしいですか。 

事務局 (資料の説明) 

教育長 それでは、今年度の計画で、指導者研修会について委員からありましたのでお願い

します。 

委員 資料４の指導者研修会が７月と１２月となっていますが、資料７を見ると１２月５

日となっていますが、今年度の計画ですか。 

事務局 今の段階で、仮予定として入れてあるものです。 

委員 研修会をスポ少も一緒にやらないかということで、前任の千葉先生と話しながらや

ってみました。保護者に研修会の後に聞いてみたところ「とってもいい」というこ

とだったし、６年生保護者も中学１年生のような気持ちで参加しているようなので

１２月にするようにしています。今年度はスポーツハラスメントの講話を予定して

いますが、またスポーツ少年団と一緒に研修会を行う考えはあるのでしょうか。１

２月１２日の計画はずらすことはできないので。全国や県からハラスメントの関係

で、指導者が子どもにだけでなく、保護者へのハラスメント問題とか、なくそうと

思っていてもなくならないこともあるので。山形も例外ではない。中学校でもある

と聞いています。 

事務局 今お示しさせていただいているのは現段階での予定になっています。昨年度も一緒

に事業させていただいたということで、これからご相談させていただきながら、日

時や内容、昨年度のことやこれからのことについて、必要なことなどを教えていた

だきながら決定していけたらと思っておりました。 

教育長 では、日時についてはスポ少さんに合わせるということですね。あと内容について

もご相談申し上げてやっていきたいということですね。 

委員 内容はハラスメントを入れることを決定しているので、そういった方向であれば一

緒にお願いします。やってみると小学校の保護者の方や指導者が多く、みんな中学

校のことにすごく興味を持っているようでした。人数も少なかったと思うので、早

めに相談しましょう。 

教育長 なるべく多くの方に研修会に参加いただいた方がいいですし、小学校での活動と中

学校の活動がうまくつながっていくといいと思います。つながっていかないと地域

展開ってうまくいかないと思っています。そうした観点から、昨年度こちらとスポ

ーツ少年団と一緒に研修会ができたっていうのは、とても良いことだと思います

し、我々としては今年度もぜひお願いしたいと思っていたところです。日程につい

ては、仮にこの辺ということで提示しただけですので、日程と内容については、ス

ポーツ少年団さんの方となるべく早く打ち合わせをして、早くお知らせをすれば、

参加者も多くなるのかなって思います。では事務局の方と委員さんの方となるべく

早く打ち合わせをしてというような形で進めさせてもらっていいですか。 

事務局・委員 お願いします。 

教育長 他にいかがでしょうか。 



それでは（４）の方に進みたいと思います。スポーツ庁による地域スポーツクラブ

活動体制整備事業について事務局よりお願いします。 

事務局 （資料の説明） 

教育長 それでは今年度も山口コーディネーターからいろいろとご尽力いただくわけです

が、山口先生からお話しいただいてよろしいですか。 

山口 CN それでは。昨年度に引き続き、今年度もよろしくお願いしたいと思います。コーデ

ィネーターを拝命してから三年目になります。そのような形で、ちょうど部活動の

地域移行からこの地域展開の間、関わってきたというところかと思います。ここに

書いてある業務内容についてはこの通りです。特に学校部活動が地域のクラブに移

行した活動になっていくということで、持続可能であるということ、それから誰の

ためのクラブなのかということなど、活動の状況についてできるだけクラブを回り

ながら実際の様子などを見て連携をしていきたいと思っています。クラブの方と先

生、それから指導者との橋渡し役的なところを担っていければいいのかというふう

に思っているところです。やはり全国の事例を見ますと様々な形があります。地方

公共団体や子どもたちの状況、それから親のニーズに合った地域クラブ活動ですと

か、そういうところも参考にしながら、寒河江でも取り入れられるようなところは

取り入れていければというようなことを含めて、事務局として橋本先生を中心にい

ろいろ話をしている現状であります。 

ここで資料についてお話しします。新聞で報道された２枚の資料です。運動部活動

の地域展開について主に出てるわけですけども、文化関係の地域展開でも土日部活

動がなくなるということで、子どもたちに体験させたいということもあります。今

年度からの三年間、地域協力隊ということで新聞資料で挙げている３名の方がみえ

られております。私もこの３名の方と陵東中、陵南中、それから陵西中さんに訪問

し、中学生の様子を見ていただきながら、ぜひ 3人の方を有効活用して、いろんな

文化体験をさせていきたいなとも考えているところです。陵西中さんはこれからに

なりますけども、この 3人の方も前向きでして、いろいろなことを中学生にやらせ

たいという意向もあります。許す範囲で子どもたちの学校生活、あるいは校外生活

の中で関わらせていければと感じているところです。３名の方の主な得意とする分

野が、裏にまとめてあります。こういったことを総合学習の時間とか、あるいは長

期休業中あたりに教室などを開催して、芸術文化に触れさせていければというよう

なことを考えているところです。 

あともう一点は、先日の新聞に地域展開での課題のようなことが載っていました。

スポーツについてのことと部活動地域展開で負担が増えているという記事です。今

までの学校部活動が地域展開によって公教育から活動が離れてしまうというところ

での地域の負担、それから保護者の方の負担、それから子どもさんの負担。こうい

ったものが増えているというところが否めないのかなと思います。確かに学校現場

では、学校の先生方の働き方改革には非常に有効なわけですけども、そのしわ寄せ

がこういったところにも増えているという新聞記事が出ていたので紹介をしておき



たいと思います。アンケートではスポーツに取り組む経済的格差が拡大することが

非常に懸念されているような回答なんかも出ているようですので、これからの課題

なのかということを感じているところです。また、その裏側には、新しい取り組み

もあるわけですけども、こういうものが出てくると非常に錯綜して混乱してしまう

ところもあるので、うまくその都度その都度、整理していかないと、なかなか対応

しきれなくなるのかなということも感じているところです。 

教育長 この部活動の地域移行は、そもそも部活動と土日の活動を切り離すというのが大き

いねらいだったはずです。それがだんだんと国の方も部活動の主体が学校から地域

クラブに変わるみたいな方向にいっている部分があるのだと思います。その一つが

認定制度だと思いますが、山口 CNがおっしゃられたように、いろいろなことがす

ごく錯綜してきていると思います。本当はもっとスパッと割り切るっていうのがス

タートだったはずだと私は思っているのですが。あと先ほどの負担という面も、や

っぱり子どもたちがやりたい、それから保護者もやらせたいというふうな思いもわ

かりますけども、ずっとそれが第一義になってくると、なかなか収集がつかなくな

っていく部分があるのではということも感じるところです。そうしたところをうま

く折り合いをつけてバランスを取っていくということが大事なことではないかと思

います。それでは、今のことともいろいろと関わると思うので、次の学校部活動の

総合的なガイドライン、それから部活動改革及び地域クラブ活動に関する総合的な

ガイドラインについて、事務局よりお願いします。 

事務局 （資料の説明） 

教育長 それでは二つのガイドラインの案ということで、事前にご覧いただいていると思い

ますが、何かご質問、ご意見があれば出していただければと思いますが、いかがで

しょうか。 

委員 認定手続きって言ったらいいのか、認定していくにあたって、今世の中で話題にな

っているのが郡山で起きた事故だと思います。中学校の県中学校長会でも保護者の

方にお願いしているのは、自分の車に人の子どもを乗せないということです。今回

の事故を受けて思うのは、それに関わる文言や条件というのを入れることを話し合

わなくていいのかなって思うところです。やはり、また同じようなことが起きてし

まうと、今まで何をやってきたのだっていうふうに私たちは言われますし、同じこ

とが起きた時に私たちが子どもたちを守れなかったという責任が非常に重くなると

思うので、そのことについては一つ入れなければいけないと思います。 

教育長 それはもう文言としてきちんと入れるということですね。保護者が送迎する場合に

他のお子さんを乗せないとか、または公共交通機関を利用するとか、または正式な

輸送・運送会社を活用するというような中身ということですね。今そういったご意

見がありましたが、いかがですか？ 

委員 実際問題、公共交通機関を利用すると言っても寒河江市の現状では、例えば他の中

学校までのアクセスを考えた時に、公共交通機関だけでは厳しいという現状がある

ために、おそらく自家用車での送迎がメインになってしまっていると思います。基



本的に同乗は不可というところの条件は記載すべきだと思うのですが、私が聞いた

知り合いの地域クラブというか部活動の保護者会会則か何かの話なのですが、そち

らで規定しているところとしては他の生徒を乗せますか、乗せませんかという形の

同意書を年度の最初に保護者に配り、同意するかしないかというのを希望してもら

うそうです。その同意書の中身としては、乗せるからにはそのリスク、例えば事故

とか起こしてしまった場合に学校やその部活動には全く関係ないっていう責任の範

囲を限定したり、事故が起こってしまった時の補償も含めて、同意書を取った上で

乗せたり乗せなかったり、もしくは最初から同意されない方に関しては保護者が行

けない場合には活動に参加しないなど厳しい形での制限をかけているという話でし

た。送迎できない場合は部活に参加できないとするのか、それとも少し予備を残し

ておくっていうのも変ですけれども、同乗するっていうふうなことをする場合には

同意書などを事前に保護者間で取り交わした上でとか、そういった枠組みを作る必

要があるのかなというふうに思っています。 

教育長 というご意見がありましたが、いかがですか。部活動では基本的には他のお子さん

を同乗させることはできないということですが、クラブ活動は学校の管理下ではな

いというふうなところがあるわけです。そこが難しいところで、当然それに認定と

かも関わってくるのだと思いますが。例えば先ほどの委員のご意見だと、この総合

クラブのガイドラインにも他の方を乗せないということを明示するということでし

た。今、委員からあったようなこともあり得るクラブについては寒河江市としては

認定しないということになるのだと思います。認定しない場合でも、そんなにクラ

ブが困るかっていうと、そうでもないのかとは思うのですが。例えば、認定するし

ないによって変わることがあるとすると、学校や公共施設等の借用料の減免とかが

あるかないかということが考えられますが。いかがですか？命に関わることなの

で、すごく大事な点だと思います。部活動だと、お家の方の都合があって送迎でき

ないという場合は、部活を休んでという対応をこれまでしてきたと思いますが。 

委員 ああいった事故が起きると、教育長さんがおっしゃったように、学校管理下外の活

動の移動をどのようにしていくかということを検討していくことはとても大切なこ

とだと思います。早急に検討する必要があると思います。 

委員 この問題は昔からあって、スポ少でも人のお子さんは乗せないということで徹底し

ましょうということでやってきました。ただ、今２１団あるわけですけが、現状は

把握できていません。私も所属している野球クラブでは、基本は全部家族にお願い

し、乗せないということで今も活動しています。でもその裏側として本当にどうし

ようもない、共働きの方もいらっしゃるので大変苦しい部分はあると思います。ど

ういう進め方がいいのかわかりませんけど、ぜひ我々スポーツ少年団としても歩調

を合わせた形でお話しさせてもらいたいなと思っています。過去の全国事例はたく

さんあって、同意書があっても結局裁判になると負けるというのが基本のようで

す。 

教育長 それでは今ありましたように、基本スポ少さんと地域クラブが違うといろいろ問題



あるので、ぜひ同一歩調でというふうに思います。ただ、なかなか難しいのは、そ

の今もありましたように全く管理下外なのですが、その行き先が中体連の大会だっ

たりすることが十分あり得るということです。つまり地域クラブとして中体連の大

会に参加する場合などもあるわけです。昔は保護者で輪番制みたいなので、乗り合

いでの送迎は普通にあったわけです。でも、それがダメだってなったのは死亡事故

があったからなわけです。他のご家庭のお子さんを乗せて、自動車事故でそのお子

さんが亡くなったということがあり、そこは一線を引きましょうということで中体

連は他の生徒は同乗させないとなり、当然学校の教員も乗せないということになっ

たわけです。そこを崩していくと、結局何でもありになっていくのかなというふう

に私は思います。ただ、管理下内の部活動と違い管理下でない地域クラブの活動と

いうことで、どこまで出せるかというところもあると思いますが。このガイドライ

ンとしては、子どもの命を守るということを載せるということはありなのかなと個

人的には思います。うやむやの中で進んでいくことは一番悪いことだと思いますの

で、事務局の方でいろいろご意見を伺いながら案を準備するということでよろしい

でしょうか。 

この件について、ぜひお考えをお伺いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

委員 今回の事故の件で、白ナンバーを使うのではなく緑ナンバーを使えば、お金はかか

るが安全管理者はしっかりと確認をするだろうから、そういうところをしっかりす

るといいと思います。 

教育長 万が一というのはあり得ることですし、それが命にかかわることというのはそれを

可能な限り制度として万が一のことがないようにやっていくのが我々の仕事かと思

います。 

委員 実証事業に参加した１２団体の実態を調べてみてはどうですか。 

教育長 実際にその指導をやってくださっている委員、クラブの活動等についてお話しいた

だければと思いますが。 

委員 寒河江市では新人チームから土日の活動がないということで、平日は木曜日の夜、

それから土曜日にクラブでの活動を行ってきました。中心になっているのが陵南中

の子どもと陵東中の子どもなので、それぞれまだチームが組める状況にはあります

ので、それぞれのチームで試合に出場しています。もちろんその際には学校の部活

動のガイドラインを守るようにして、今話題になったようなことを徹底しながらや

ってきている状況です。 

教育長 山口 CN、他の状況があればお願いします。 

山口 CN これまでの部活動のガイドラインとの延長上で活動しています。さっき述べた子ど

もを送迎するとか云々については、学校の部活動のガイドラインのまま活動してい

ます。 

委員 社会問題にもなって気になっていて、スポーツ少年団でも１回確認しようとも思っ

ていたのでした。やはり心配です。昔やるなといった実績はあるものの守られてい

るのかもわからないので。 



教育長 そういう意味で、このガイドラインに明記するかどうかについて、委員の皆様方か

らご意見いただいてガイドラインを作っていくということが、大事かなと思いま

す。他にございませんか。 

委員 16ページの大会コンクールの参加等についてです。うちの子どもの具体例で申し訳

ないのですが、今中学校二年生で水泳をやっています。陵東中は数年前に水泳部が

廃部になりました。中体連の大会に参加する場合には、陵東中の生徒に限っては地

域クラブからしか参加することができない状況になっています。一方で陵南中は水

泳部が存続しているので、部活からもしくは地域クラブと選択肢がある状況です。 

不公平感があると思っているのが、水泳に限った話なのかもわかりませんが、中体

連大会に、先ほど校長先生からありました通り、今年から北村山、西村山、東南村

山と上山を含めた大会になるような形です。大会自体は同じ日に行われますが、順

位とか県大会への出場枠というのが地区ごとに決められていて、水泳の場合、個人

種目だと学校から参加した子どもには順位をつける。しかも、その順位で県大会へ

の参加を認めることになっています。地域クラブからの参加については順位をつけ

ないどころか順位での県大会への参加を認めずに参加標準記録を切らないと出場で

きないとなっています。何が問題かというと、陵南中の生徒のみの大会となり、実

質校内大会になってしまいます。例えば陵東中さんから、もしくは河北中、大江中

から参加する生徒は、地域クラブから参加しますが順位がつきません。同じ大会に

参加して同じ泳ぎをしても、陵南中の生徒より速かったとしても、地域クラブから

参加したら順位がつかないだけではなくて、県大会への参加記録についても、遅い

子よりも条件が良くても県大会には出場できないことになっています。せっかく地

域クラブという受け皿を作って、部活動がなくても活動を続けられるようにと考え

ているのであれば、そういった上位大会への参加基準についても平等に考えていく

べきではないかと思います。合同チームの存在意義や合同チームで上位大会に行く

制限等についても踏み込んで、我々が活動していければと思っているので考えてい

ただきたいです。 

教育長 ただいまの件、いかがですか。 

委員 上位大会というのは、あくまでも県中体連が参加基準をクリアした人を認めるとい

うことなので。このガイドラインとは違う性質のものかと思います。ただ、他の種

目もクラブ予選をして一枠しかない。それよりは、地区大会からの方が出やすいと

いうのは、水泳だけではなく他の種目にも見られることです。だからといって何か

できるかっていうことではありませんが、そういう現状です。 

教育長 それでは、専門委員長でもある委員、お願いします。 

委員 大変貴重なご意見ありがとうございました。おっしゃることは最もだと思います。

委員も私も県中体連の評議員ですので、その中で県中体連といろいろな意見をそう

いった場でしっかり出していき、時間はかかるかもしれませんがより良い方向に行

くよう努力していきたいと思います。同じようなことが水泳だけではなくて陸上に

もありますし、県大会に出場できる団体戦の枠は１チームしかないという種目もあ



ります。県内の現状を見ると、ある地区ではその団体の出場枠一つすらも満たされ

ないという状況があるのに、地域で活動しているクラブはクラブ一枠を争うという

ことは矛盾しているのではないかということも含め、いろいろなところで話し合い

を進めていきたいと思います。 

教育長 ありがとうございます。お二人がおっしゃったことは本当にその通りだと思いま

す。私も長く中体連に関わってきました。今の状態を見ると学校枠での地区大会

は、現実問題としてあと数年後には成り立たなくなっていくのでないかとも感じま

す。個人戦がある競技については、合同チームは認めないということなどもあっ

て、剣道や卓球とかも合同チームにならないわけです。ぜひ現実を見て、中体連の

方もその制度設計をしていくことが大事なのだと思います。校長先生方もいらっし

ゃるので、ここでのいろいろな立場の方々のご意見等も、ぜひその中体連にも反映

していただけると、この会の意義もあると思うので、ぜひ宜しくお願いしたいと思

います。 

委員 私も県の評議員をした経験があります。お立場も分かるし、お二人からあったこと

もその通りだと思います。ただ、地域展開になって県中体連としても非常に錯綜し

てるだろうと思います。上位大会に進む基準が各専門部で違うわけですから、県中

体連組織としてどうするかということを専門部任せにしないことだったり、県中体

連の上の組織となる県中学校長会ではっきりしないと、いつまでたっても変わらな

いと思います。二人の校長先生は県校長会のメンバーで県中体連の評議員でもある

ので、こういった各地域の現状や地区大会に関わる大きな課題の方向性について、

一生懸命に頑張ってきた子どもたちのチャンスを無駄にしないようないい方策を期

待したいと思います。 

教育長 他にこのガイドライン関係でございませんか。 

それでは、部活動の方については、これまで中学校の校長先生方からのご意見も十

分踏まえて作成してありますので、この学校部活動の方のガイドラインについて

は、これでよろしいということでいいでしょうか。 

地域クラブについては、先ほどの他の子どもさんを乗せる乗せないといったところ

もすごく大きいところですので、各関係団体等でもお話しいただいて、次のこの会

議では決定するということでお願いします。それまでに事務局の方で、それぞれ担

当の委員の皆様方からご意見も伺って案としてまとめ、次回の会議に提案するとい

うようなことでよろしいでしょうか。 

では、そのようなことで進めていきたいと思います。それでは、その他となります

が、事務局からは何かございますか？ 

事務局 （今年度の実証事業 各団体の平日の状況について） 

教育長 それでは、情報提供、情報共有ということで、事務局からありました内容につい

て、現在わかる範囲で各委員よりお願いします。 

委員 市のスポーツ協会の方は大きい組織ですが、各競技団体やスポ少の会長さん、他に

高齢者中心のグランドゴルフやゲートボール、あと先ほどの話に出てきた空手、あ



と市内の各地区の体育協会の会長さんが入っています。この地域展開が大きく変わ

ってきて、昨年度は千葉先生から 30分程度お話いただいて共有したということも

ありますので、今年度も改革実行期間に入ったということを市のスポーツ協会の総

会で橋本先生の方からご説明いただく予定です。質疑応答もあるかもしれません

が、そういった形でお願いできればと思います。以上です。 

委員 情報提供も含めて簡単にいいですか。中学生の皆さんがスポーツ少年団の方への登

録が、こういう状況もあって増えてきています。令和８年度はまだ募集中なのです

が、令和７年度末の状況です。団数としますと 21団ございます。それで団員数は

557名の登録となっています。そのうち中学生が 128名です。前年度から比べて 46

名ほど増えています。令和８年度は当然募集中ではありますが増えることも想定さ

れます。こんなこともあって、先ほど言ったようにできるところは一緒にやると効

果的なのかなという思いでおります。 

委員 まず私たちは社会体育ということです。生涯スポーツを楽しむための、各世代の人

が同じスポーツを同じ場所でやる、そのようなスポーツ推進を担当しております。

その中に当然中学生も入るわけですけど、まだ中学生の姿は見えないというところ

があります。ただ、寒河江地区体育協会の中の部門には選手として参加してくれる

子どもたちが増えてきております。中学生を扱う中で先ほどガイドラインについて

ありましたけども、ガイドラインがある限りにおいては、いくらその組織がクラブ

組織だとしても、これは絶対守らなきゃいけないということが言えると思います。

私たちのスポーツ推進に関しては小学生から年配者までおりますので、ガイドライ

ン的なものが少ないというのが現実です。ただスポーツをする限りにおいては、

様々な自分の自覚っていうのは必要なものですから、それをきちんと守っていただ

くということを呼びかけながら進めております。その中に中学生がいくらかでも入

ってもらえればと思っているところであります。 

委員 文化部、絵画の方は全然進んでいないのですが、どうか進むようにお願いします。

吹奏楽部の方は楽器が重いですし多いので一つの置かれている場所で練習するとい

うのでいいですが、絵画の場合は材料も軽いので移動はできます。そして場所さえ

決めてもらえれば、さっきもお話した通り地域協力隊のクリーターが 3人もいます

ので協力いただけると思います。先日クリエイターの一人とお話ししたのですが、

とても協力的で、いろいろ考えているようでした。会議ではない場で、お互いに話

し合えば、いいアイディアが浮かんでくるという感じがしました。いつも絵画を見

る子どもたちの後ろ姿を見ていると、芸術は子どもたちの感情を育てるのだと感じ

ています。芸術が子どもたちの人生や心を豊かにすることは認められていることで

すから、なるべく教える機会をつくったり、ボランティアできればと常々感じてい

ます。そして子どもたちの深層心理を引き出していくことができたらというのがモ

ットーです。 

委員 PTA副会長として出席しましたが、先ほど校長先生からもあった通り、うちの娘は

中学校三年生で吹奏楽部ですが、去年の 11月からクラブチームということで活動



させてもらっています。やはり先生ありきというか、去年立ち上げた段階から今年

も変わらずに先生がいてくださったので、継続して土日のクラブ活動ができていま

す。ただ、その先生が変わった時にどうなっていくのかという思いもあるので、今

後話し合いを重ねていかなければいけないかなと思った次第でございます。 

委員 個人的な話ばかりで申し訳ないのですが、うちの子どもは水泳の他に剣道もやらせ

ていただいていております。スポ少では六年生までは剣道に入っていて、中学校は

水泳部がなかったので剣道部に入らせていただきました。今二刀流みたいな形で二

足の草鞋でやらせていただいている中においては、寒河江市の剣道連盟の地域クラ

ブは非常に柔軟なやり方をされているなと思っています。大会の時には、参加でき

る範囲で一緒に団体とかにも混ぜていただいてますし、陵南中と陵東中の垣根を越

えた活動ができていると感じるので、地域クラブとして成り立ってきているような

肌感覚が剣道にはあると思っています。 

委員 昨年からお世話になっていますが、中学生がいろいろな活動に触れる機会を提供い

ただいていることで、本当にありがたく思っています。今年度から西村山の方も、

寒河江市が先駆けて行ってきた土日部活動をしないという形で歩調を合わせていま

す。出てきた課題は情報共有し県中体連に伝えるべきことは伝え、寒河江市の各競

技団体さんと連携しながら、子どもたち生徒たちがいい環境でいろいろな活動に触

れることができるような場作りを進めていきたいと思っています。委員の方から二

刀流というふうな話がありましたけれども、いろいろなことに才能があるというふ

うに思うと、どこで開花するかわからないわけですので、その子どもたちが興味の

あるものに対して活動ができるような場が広がっていくといいと考えています。 

委員 昨年度まで朝日中学校におりまして、そこから陵西中の方に異動してきました。朝

日中は町内一校だけなので、こういう話し合いの場がありませんでした。参加させ

ていただきまして、大変勉強になりました。ありがとうございました。 

吹奏楽部のことについて、提案だけして朝日中に課題としておいてきたことがあり

ます。どうすれば子どもたちが練習できるようになるだろうということで提案して

きたのは、社会体育の玄関から入るとかではなく、生徒が普段生活している学級と

かに鍵をかけてしまえば自由に使えるのではないかということです。子どもたちの

ことを考えたときに、使いやすい環境は学校なのかなと思ったところです。ぜひ今

後ともそういったことも考えていければと思います。 

教育長 発想の転換が必要なことや見方を変えると解決する課題もあるのではないかという

ようなことだと思います。委員の皆様、本当に熱心にご意見いただいてありがとう

ございました、やはりいろんな見方があるとなんとかできそうだなっていうことも

あると思うので、ぜひ今後ともいろいろご意見をいただければ大変ありがたく思い

ます。その他、何か委員の皆様からございますか。 

それでは、長時間にわたってありがとうございました。以上で、報告協議の方は終

わらせていただきます。事務局お願いします。 

事務局 それでは次第の５その他となりますが何かございますか。 



以上をもちまして、第 1回寒河江市中学校部活動地域展開検討委員会を終了いたし

ます。本当に貴重なご意見、たくさんいただきました。ありがとうございました。 

 


